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平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

津
波
は
、
岩
手
県
内
に
甚
大
な
人
的
・
財
産
的
被
害

を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
地
震
津
波
に
よ
り
、
電
気
の

供
給
が
途
絶
し
、
交
通
網
の
麻
痺
に
よ
り
燃
料
等
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
時
的
に
供
給
不
能
の
状
態
と
な

り
、
被
災
者
の
救
助
や
そ
の
後
の
避
難
生
活
に
大
き

な
支
障
が
生
じ
ま
し
た
。

本
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
災
害

等
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
が
途
絶
え
て
も
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一

定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
国
の
支
援
の
下
、
平
成
24
年
３
月
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
等
推
進
基
金
条
例
（
グ
リ
ー

ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
条
例
。
以
下
「
Ｇ
Ｎ
Ｄ
基

金
条
例
」
と
い
う
。）
を
創
設
し
、
こ
の
基
金
を
原

資
と
し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
県
や
市
町
村
等
の
防

災
拠
点
や
避
難
所
と
な
る
公
共
施
設
や
民
間
施
設
に

太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
施
設
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

本
寄
稿
を
通
じ
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｄ
基
金
条
例
の
制
定
に

至
っ
た
経
緯
や
、
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金

（
以
下
「
Ｇ
Ｎ
Ｄ
基
金
」
と
い
う
。）
を
活
用
し
た
補

助
制
度
の
内
容
・
設
計
の
解
説
を
行
う
と
と
も
に
、

Ｇ
Ｎ
Ｄ
基
金
条
例
を
活
用
し
た
今
後
の
取
組
計
画
・

導
入
事
例
や
課
題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１　

背
景

（
１
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推
進
の
位
置
付
け

本
県
で
は
、
平
成
21
年
12
月
に
「
い
わ
て
県
民
計

画
」
を
策
定
し
、そ
の
中
の
施
策
の
１
つ
と
し
て
「
環

境
共
生
い
わ
て
構
想
（
低
炭
素
社
会
へ
の
転
換
の
推

進
）」
を
掲
げ
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
推
進
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

主
な
施
策
は
、「
太
陽
光
、風
力
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、

地
熱
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
」、「
大

規
模
発
電
施
設
の
立
地
」、「
農
業
水
利
用
設
備
を
活

用
し
た
小
水
力
発
電
の
導
入
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
８
月
に
策
定
し
た
岩
手
県
東
日

本
大
震
災
津
波
復
興
計
画
に
お
い
て
、
防
災
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
取
組
と
し
て
、
本
県
の
豊
富
に
賦

存
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
防
災
拠
点
や
住
宅
・
事
業
所
等
が
災

害
時
に
お
い
て
も
一
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
賄
え
る
シ

ス
テ
ム
の
導
入
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、

「『
さ
ん
り
く
エ
コ
タ
ウ
ン
形
成
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
掲
げ
、
三
陸
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
導
入
を
支
援

し
、
災
害
に
も
対
応
で
き
る
自
立
・
分
散
型
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
環
境
と

共
生
し
た
エ
コ
タ
ウ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
係
る
各
施
策
を
着
実
に
推
進
す

【条例制定の事例】

岩手県
「再生可能エネルギー設備導入等推進基金条例」を
活用した再生可能エネルギー導入推進の取組について
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岩手県では、災害等によりエネルギーの供給が途絶えても、再生可能エネルギーを活
用することにより、一定のエネルギー供給ができるようにするため、「再生可能エネル
ギー設備導入等推進基金条例」を創設し、この基金を原資として、平成24年度から
県や市町村等の防災拠点や避難所となる公共施設や民間施設に太陽光発電設備や蓄電
池、木質バイオマス利用施設等の再生可能エネルギー等設備を設置している。
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る
た
め
、
平
成
24
年
３
月
に
岩
手
県
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
平
成

32
年
度
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
平
成
２

年
度
比
で
30
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
県
民
、

事
業
者
、
行
政
等
の
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
日
々
の
活
動

の
中
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
や
、
地
域
に
賦
存
す

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
活
用
し
た
地

産
地
消
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
を
柱
と
し
て
、
災

害
に
強
く
、
持
続
可
能
な
低
炭
素
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
に
よ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
導
入
目
標
と
し
て
、
太

陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
約
４
倍
、
風
力
発
電
に
つ
い

て
は
約
８
・
６
倍
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し（
表
１
）、

「
県
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
対
す
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
割
合
」
や

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
電
力
自
給
率
」
を
目
標

年
度
ま
で
に
現
行
の
約
２
倍

に
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

（
表
２
）。

（
２
）
東
日
本
大
震
災
津
波 

　

に
よ
る
被
害

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
三
陸
沖
を
震
源
と
す

る
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
０
と
国
内
観
測
史
上

類
を
見
な
い
規
模
の
大
地
震

で
、
そ
の
地
震
に
伴
う
巨
大

津
波
、
さ
ら
に
そ
の
後
断
続

的
に
発
生
し
た
余
震
は
、
本

県
各
地
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
る
避
難
者

数
は
、
平
成
23
年
３
月
13
日
に
約
５
万
５
０
０
０
人

に
達
し
、
そ
の
後
、
同
年
10
月
に
す
べ
て
の
避
難
所

が
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
の
約
７
か
月
間
、
避
難
所
で
不

便
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
も
数

多
く
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
震
の
発
生
後
、
本
県

全
域
で
最
大
約
76
万
戸
が
停
電
し
、
数
日
間
で
復
旧

し
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
面
復
旧
を
果
た
し

た
同
年
５
月
28
日
ま
で
の
約
３
か
月
間
、
停
電
し
た

地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な

ど
の
燃
料
の
供
給
が
途
絶
え
た
こ
と
に
よ
り
、
深
刻

な
燃
料
不
足
が
発
生
し
、
車
で
の
移
動
や
採
暖
、
入

浴
な
ど
住
民
の
生
活
に
多
く
の
支
障
が
生
じ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
経
験
を
踏
ま
え
、
本
県
で
は
、
災
害

等
に
お
い
て
電
気
や
燃
料
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
が
途
絶
え
た
と
し
て
も
、
地
域
の
防
災
拠
点
や
最

低
限
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な

施
設
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
拠
点
等
の
機
能
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
最
小
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

供
給
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
、
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２　

条
例
の
制
定
に
至
っ
た
経
緯

震
災
後
、
国
で
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法

（
平
成
23
年
法
律
第
76
号
）
の
制
定
や
復
興
に
係
る

大
規
模
な
補
正
予
算
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
本
県
で

表１　再生可能エネルギー種別の導入目標

エネルギー種別
現状（H22年度） 目標値（H32年度）

導入量 原油換算
（千kl） 導入量 原油換算

（千kl）
増減率
（%）

電 

力 

利 

用

太陽光発電 34,740kW 9 139,630kW 38 302

風力発電 67,099kW 39 575,099kW 324 757

水力発電 274,576kW 278 276,406kW 280 1

地熱発電 103,500kW 198 163,500kW 313 58

バイオマス発電 1,724kW 3 2,324kW 4 35

小　計 481,639kW 527 1,156,959kW 959 82

熱　利　用 23,426kl 23 27,642kl 28 18

合　　　　計 550 987 79
出典：岩手県地球温暖化対策実行計画（平成24年3月）

表２　目標達成のための主要な指標

指　標　名 単　位 現　状
（H22年度）

目標値（年度）

H27 H32

県内エネルギー消費量に対する再生可
能エネルギーの導入割合 ％ （H21）12.3 17.3 23.9

再生可能エネルギーによる電力自給率 ％ 18.1 25.2 35.0
出典：岩手県地球温暖化対策実行計画（平成24年3月）
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は
、
こ
の
機
を
捉
え
て
、
防
災
拠
点
等
へ
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備
の
導
入
を
進
め
る
た
め
の
支

援
を
要
請
す
る
た
め
、
平
成
23
年
６
月
頃
か
ら
、
環

境
省
に
対
し
数
度
に
わ
た
っ
て
、
働
き
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

環
境
省
で
は
、
国
の
平
成
23
年
度
第
３
次
補
正
予

算
成
立
後
、
平
成
23
年
11
月
30
日
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
導
入
地
方
公
共
団
体
支
援
基
金
制
度
（
平

成
23
年
度
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
制
度
）

を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
国
が
補
助
金
を

交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
北
を
中
心
と
し
た
被
災

地
等
の
地
方
公
共
団
体
に
基
金
を
創
設
す
る
も
の
で

あ
り
、
東
北
６
県
並
び
に
茨
城
県
及
び
仙
台
市
に
対

し
て
、
総
額
８
４
０
億
円
規
模
の
予
算
措
置
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
県
や
市
町
村
等
の
防
災
拠
点
や
避
難

所
と
な
る
公
共
施
設
や
民
間
施
設
に
対
し
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備
の
導
入
支
援
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３　

Ｇ
Ｎ
Ｄ
基
金
を
活
用
し
た
補
助
制
度
の

内
容

（
１
）
Ｇ
Ｎ
Ｄ
基
金
条
例

本
県
で
は
、
岩
手
県
議
会
平
成
23
年
度
２
月
定
例

会
に
お
い
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
等
推

進
基
金
条
例
案
を
提
案
し
、
平
成
24
年
３
月
６
日
に

成
立
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
同
年
３
月
21
日
に
約

１
４
０
億
円
規
模
の
基
金
を
創
設
し
ま
し
た
。
同
基

金
条
例
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
設
置
）

第
１
条　

市
町
村
等
が
行
う
災
害
時
に
お
い
て
拠

点
と
な
る
公
共
施
設
等
へ
の
太
陽
光
、
風
力
等

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
利
用
す
る
設
備

の
導
入
等
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
に
要
す
る

経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
導
入
等
推
進
基
金
（
以
下
「
基
金
」

と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。

（
積
立
て
）

第
２
条　

基
金
に
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
で
定
め
る
。

（
管
理
）

第
３
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ

の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に

よ
り
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ 

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最

も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
運
用
益
金
の
処
理
）

第
４
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一

般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に

編
入
す
る
も
の
と
す
る
。

（
繰
替
運
用
）

第
５
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及

び
利
率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳

計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
補
則
）

第
６
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基

金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定

め
る
。

（
２
）
補
助
制
度
の
概
要

本
県
で
は
、
岩
手
県
補
助
金
交
付
規
則
（
昭
和
32

年
規
則
第
71
号
）
に
基
づ
き
平
成
24
年
５
月
15
日
に

岩
手
県
公
共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事

業
費
補
助
金
交
付
要
綱
及
び
岩
手
県
民
間
施
設
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱

を
制
定
し
、
Ｇ
Ｎ
Ｄ
基
金
を
原
資
と
し
て
、
市
町
村

や
民
間
事
業
者
等
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。補
助
制
度
の
概
要
を
次
の
と
お
り
説
明
し
ま
す
。

○
市
町
村
等
へ
の
補
助

ア　

目
的

東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
途
絶
、そ
の
後
の
電
力
需
給
の
逼
迫
を
踏
ま
え
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
災
害
に
強
い
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、
岩
手
県
内
の
市

町
村
等
（
市
町
村
及
び
地
方
自
治
法
第
２
８
４
条

に
規
定
す
る
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
）
が
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所
有
す
る
防
災
拠
点
等
施
設
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
設
備
を
導
入
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費

に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
す
る

こ
と
。

イ　

補
助
対
象
と
な
る
施
設

次
に
掲
げ
る
公
共
施
設
等
で
あ
っ
て
、
地
域
の

防
災
拠
点
機
能
や
災
害
時
等
に
地
域
住
民
の
生
活

等
に
不
可
欠
な
都
市
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
必

要
な
施
設
。

た
だ
し
、
④
か
ら
⑨
に
掲
げ
る
公
共
施
設
等
に

あ
っ
て
は
、
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
防

災
拠
点
又
は
、
避
難
場
所
、
避
難
所
（
収
容
施
設
）

若
し
く
は
避
難
道
路
に
指
定
さ
れ
た
施
設
。

①
市
町
村
庁
舎
、
②
病
院
・
診
療
施
設
、
③
消

防
本
部
・
消
防
署
等
、
④
公
園
、
⑤
学
校
、
⑥
体

育
館
、
⑦
市
民
会
館
、
公
民
館
、
集
会
所
、
⑧
道

路
、
⑨
社
会
福
祉
施
設
、
⑩
上
下
水
道
施
設
、
⑪

清
掃
施
設
（
ご
み
処
理
施
設
）、
⑫
そ
の
他
知
事

が
必
要
と
認
め
る
施
設

ウ　

補
助
対
象
と
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備

①
太
陽
光
発
電
設
備
、
②
風
力
発
電
設
備
、
③

小
水
力
発
電
設
備
、
④
地
中
熱
利
用
設
備
（
電
力

遮
断
時
で
あ
っ
て
も
、
①
か
ら
③
及
び
⑨
に
掲
げ

る
設
備
又
は
自
家
発
電
設
備
を
併
設
す
る
こ
と
に

よ
り
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
に
限
る
。

以
下
、
⑤
か
ら
⑧
に
掲
げ
る
設
備
も
同
様
と
す

る
。）、
⑤
廃
熱
や
地
熱
等
利
用
設
備
、
⑥
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
設
備
、
⑦
太
陽
熱
利
用
設
備
、
⑧
雪
氷

熱
利
用
設
備
、
⑨　

①
か
ら
③
又
は
⑥
に
掲
げ
る

発
電
設
備
に
付
帯
す
る
蓄
電
池
、
⑩
街
路
灯
・
道

路
灯
（
た
だ
し
、
①
か
ら
③
及
び
⑨
に
掲
げ
る
設

備
を
併
設
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
や
調
光
機
能
を
有

す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
長
寿
命
の
街
路
灯
に
限
る
。
⑪
も

同
様
と
す
る
。）、
⑪
屋
内
高
所
照
明
（
点
灯
時
に

大
き
な
電
圧
が
必
要
な
水
銀
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
等
長

寿
命
の
照
明
に
更
新
す
る
場
合
に
限
る
。）

エ　

補
助
率　

10
／
10
。

○
防
災
拠
点
と
な
る
民
間
施
設
へ
の
補
助

ア　

目
的

東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
途
絶
、そ
の
後
の
電
力
需
給
の
逼
迫
を
踏
ま
え
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
災
害
に
強
い
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、
災
害
時
に
防
災
拠

点
と
な
る
民
間
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
設
備
を
導
入
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費
に
対

し
、予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
。

イ　

補
助
対
象
と
な
る
施
設

次
に
掲
げ
る
災
害
時
に
不
特
定
多
数
の
者
が
利

用
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
市
町
村
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
く
避
難
に
関
す
る
施
設
等
と
し
て
指
定
を

受
け
、
又
は
市
町
村
と
の
間
で
防
災
に
関
す
る
協

定
を
締
結
す
る
な
ど
、
地
域
の
防
災
拠
点
機
能
や

災
害
時
等
に
地
域
住
民
の
生
活
等
に
不
可
欠
な
都

市
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
な
施
設
。

①
医
療
施
設
、
②
公
共
交
通
機
関
の
施
設
（
駅

舎
等
）、
③
私
立
学
校
、
④
宿
泊
施
設
等
、
⑤
コ

ン
ビ
ニ
等
、
⑥
福
祉
避
難
所
（
④
～
⑥
は
、
避
難

所
等
に
な
り
得
る
も
の
に
限
る
。）、
⑦
そ
の
他
知

事
が
必
要
と
認
め
る
施
設

ウ　

補
助
対
象
と
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備

　

市
町
村
等
へ
の
補
助
と
同
様
。

エ　

補
助
率

原
則
と
し
て
、
１
／
３
。
た
だ
し
、
防
災
拠
点

と
な
る
民
間
施
設
が
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体

（
県
内
21
市
町
村
）
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
は
、

１
／
２
。

（
３
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
等
推
進
基

金
事
業
外
部
有
識
者
評
価
委
員
会

補
助
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
事
業
の
立
案

か
ら
実
施
後
の
評
価
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
、効
率
性
や
透
明
性
を
適
切
に
検
証
す
る
た
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
等
推
進
基
金
事
業

外
部
有
識
者
評
価
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
（
平
成

24
年
７
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で
）。
こ
の
委
員

会
は
、
機
械
工
学
や
地
域
防
災
、
地
域
政
策
・
政
策

評
価
な
ど
の
学
識
経
験
者
や
行
政
機
関
の
職
員
（
合

計
５
名
）
で
構
成
さ
れ
、
概
ね
年
３
回
、
開
催
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
意
見
交
換
や
現
地
視
察
を
通
じ
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て
、
事
業
計
画
や
事
業
実
績
に
関
す
る
評
価
や
そ
の

他
必
要
な
助
言
を
得
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

４　

全
体
計
画
と
今
後
の
活
用
事
例

（
１
）防
災
拠
点
等
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
設
備
の
導
入
計
画

本
県
で
は
、
平
成
24
年
６
月
に
、
県
内
各
市
町
村

か
ら
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
設
置
計

画
を
と
り
ま
と
め
、
平
成
24
年
７
月
30
日
に
計
画
を

策
定
し
、
同
年
10
月
30
日
に
公
表
し
ま
し
た
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w

w
.pref.iw

ate.
jp/view

.rbz?cd=41634&
ik=0&

pnp=14

）。
県

や
市
町
村
の
防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
５
１
２
施
設
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備

を
設
置
す
る
ほ
か
、
同
様
に
防
災
拠
点
と
な
る
民
間

施
設
に
つ
い
て
も
、
36
施
設
に
設
備
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
表
３

の
と
お
り
で
す
。

（
２
）
主
な
導
入
計
画

ア　

太
陽
光
発
電
等
に
よ
る
電
力
供
給

市
町
村
の
担
当
者
か
ら
、「
震
災
の
発
生
後
の

停
電
の
中
、
小
さ
な
灯
り
が
希
望
に
つ
な
が
っ

た
。」
と
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
市
町
村
で
は
、

災
害
時
に
お
け
る
電
力
の
供
給
が
最
も
重
要
と
考

え
、
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
を
設
置
す
る
計

画
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
県
内
の
公
共

施
設
４
１
３
か
所
に
設
置
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

イ　

地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
熱
供
給

地
震
発
生
後
、
数
日
間
、
重
油
や
灯
油
な
ど
燃

料
の
供
給
が
途
絶
え
た
こ
と

に
よ
り
、
避
難
所
と
な
っ
た

公
共
施
設
で
は
、
十
分
な
暖

房
が
で
き
な
か
っ
た
経
験
か

ら
、
本
県
に
豊
富
に
賦
存
す

る
森
林
資
源
か
ら
の
間
伐
材

な
ど
を
利
用
し
た
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
に
よ
る
熱
利
用
や
発

電
、
さ
ら
に
は
地
中
熱
を
利

用
し
た
暖
房
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

八
幡
平
市
で
は
、
新
庁
舎

の
建
設
に
伴
っ
て
、
地
中
熱

利
用
設
備
の
設
置
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
（
自
家
発
電
設
備
）
と

地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
組

表３　防災拠点等施設への再生可能エネルギー等設備の導入計画

防災拠点等施設別集計

防災拠点等施設 H24 H25 H26 H27 合計

県

庁舎 1 2 　 　 3
学校 　 4 4 4 12
警察署 　 　 1 2 3
小計 1 6 5 6 18

市町村

庁舎 25 19 3 14 61
病院・診療施設 5 6 8 1 20
消防本部・消防署 2 14 9 6 31
公園 　 3 1 8 12
学校 9 37 26 28 100
体育館 7 11 7 17 42
市民会館、公民館、集会所 39 51 70 32 192
道路 　 　 　 7 7
社会福祉施設 3 5 5 1 14
上下水道施設 　 　 1 11 12
その他(宿泊施設) 　 3 　 　 3

小計 90 149 130 125 494

民　間 
事業者

診療施設 6 2 8 2 18
私立学校 　 2 　 　 2
宿泊施設 1 1 3 　 5
福祉避難所 3 4 4 　 11

小計 10 9 15 2 36
合計 101 164 150 133 548

再生可能エネルギー等設備別集計
再生可能エネルギー等設備 H24 H25 H26 H27 合計

発電
太陽光発電 59 135 116 103 413
バイオマス発電 1 1

小計 59 136 116 103 414

熱利用

バイオマス熱利用 1 3 20 1 25
地中熱 2 2
温泉廃熱利用 1 1

小計 3 3 20 2 28
その他 街路灯・道路灯など 39 25 14 28 106

合計 101 164 150 133 548
出展：岩手県環境生活部環境生活企画室調べ（平成24年７月30日現在）
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み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、災
害
時
に
お
い
て
も
、

地
中
熱
を
利
用
し
て
、
昼
夜
問
わ
ず
、
災
害
対
応

を
行
う
執
務
室
や
避
難
所
に
暖
冷
房
を
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

西
和
賀
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
沢
内
病
院
の
改

築
に
伴
っ
て
、
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
自
家
発
電
設
備
と
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を

組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、

非
常
時
に
お
い

て
も
診
察
室
や

処
置
室
、
入
院

病
棟
な
ど
が
正

常
に
稼
働
で
き

る
ほ
か
、
暖
房

や
給
湯
も
可
能

と
な
る
な
ど
、

地
域
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
資
源

を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

奥
州
市
で
は
、
衣
川
い
き
い
き
交
流
館
（
国
見
平

温
泉
）
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
熱
電
併
給
設
備

の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
同
施
設
は
、
平
常
時

は
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ほ

か
、
災
害
時
に
お
い
て
は
避
難
所
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
入

浴
施
設
へ
の
給

湯
や
暖
房
に
利

用
し
、
施
設
内

の
電
気
供
給
も

で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

図１　八幡平市新庁舎完成図と設置予定の地中熱ヒートポンプ

図２　国民健康保険沢内病院完成図と設置予定のチップボイラー

図３　衣川いきいき交流館（国見平温泉）と設置予定の木質バイオマス熱電併給設備
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そ
の
他
、
市
町
村
庁
舎
や
公
民
館
な
ど
、
災
害
時

に
お
い
て
地
域
の
住
民
が
集
ま
る
場
所
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ソ
ー
ラ
ー
街
路
灯
を
設
置
し
、
夜
間
に
災
害
が
発
生

し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
周
辺
住
民
が
安
全
に
避
難
で

き
る
よ
う
対
応
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）
事
業
実
施
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設

備
の
導
入
率

本
県
に
お
け
る
防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
等
の

施
設
棟
数
は
、
３
１
８
４
棟
（
消
防
庁
）
あ
り
、
耐

震
性
を
有
し
て
い
る
の
は
、
２
３
７
８
棟
と
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｇ
Ｎ
Ｄ
基
金
事
業
に
よ
り
、
こ
の
う
ち

21
％
で
あ
る
５
１
２
棟
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

設
備
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

５　

課
題
と
今
後
の
展
望

（
１
）
課
題

ア　

被
災
地
復
興
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
た
基
金
設

置
期
間
の
延
長

Ｇ
Ｎ
Ｄ
基
金
の
設
置
期
間
に
つ
い
て
は
、
国
が

示
し
た
復
興
基
本
方
針
に
お
け
る
集
中
復
興
期
間

（
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
）
を
基
準
と
し

て
決
め
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
期
間
の
５
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
被
災
地
で
は
、
災
害
対

応
等
の
中
枢
と
な
る
市
町
村
庁
舎
や
病
院
、学
校
、

福
祉
施
設
等
の
公
共
施
設
を
、
安
全
性
の
高
い
高

所
に
移
転
す
る
事
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
台
移
転
を
伴
う
街
づ
く
り

に
は
、
相
当
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
Ｇ
Ｎ
Ｄ
基
金
事
業
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う

な
街
づ
く
り
と
相
ま
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
基
金
の
設
置
期
間
を
延
長
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
国
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ　

設
備
設
置
後
の
維
持
管
理
や
将
来
的
な
設
備
更

新
に
係
る
負
担

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備
の
設
置
後
、
そ

の
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
常
の
維

持
管
理
の
ほ
か
将
来
的
に
設
備
更
新
を
行
う
た
め

の
多
く
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
、
市
町
村
等
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
対
策

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
２
）
今
後
の
展
望

本
県
で
は
、
防
災
拠
点
や
住
宅
、
事
業
所
等
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し
、現
在
は
、

い
わ
ば
「
点
」
で
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
災

害
時
に
お
い
て
、
地
域
内
で
の
自
給
体
制
を
構
築
す

る
た
め
、「
面
」
で
の
展
開
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
を
構
築
し
、

災
害
に
強
い
、
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ア　

防
災
拠
点
や
住
宅
・
事
業
所
へ
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
推
進

本
県
で
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｄ
基
金
事
業
に
よ
り
、
防
災

拠
点
等
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備
導
入

を
推
進
す
る
ほ
か
、
震
災
に
よ
り
被
災
を
受
け
た

住
宅
、
事
業
所
等
へ
の
太
陽
光
発
電
の
導
入
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や

本
県
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率

の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
被
災
家
屋
へ
の
太
陽
光
発
電
の
導
入
支
援

被
災
家
屋
等
に
災
害
時
等
の
停
電
時
に
お
い
て

も
一
定
の
電
力
を
供
給
で
き
る
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、
被
災
者
が
県
内

の
被
災
家
屋
等
の
修
繕
等
に
併
せ
て
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
、
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
（
設
置
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
１
ｋ

Ｗ
当
た
り
４
・
８
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
。
上
限

は
10
ｋ
Ｗ
未
満
。）。

イ　

大
規
模
発
電
施
設
の
立
地
促
進
の
取
組

大
規
模
発
電
施
設
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
の
立
地

に
適
し
た
土
地
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
立
地
を
希

望
す
る
事
業
者
へ
の
紹
介
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
県
内
に
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
施
設
（
発
電

能
力
５
０
０
ｋ
Ｗ
以
上
）
や
風
力
発
電
施
設
（
発

電
能
力
１
０
０
０
ｋ
Ｗ
以
上
）
等
を
新
設
す
る
事

業
者
等
に
対
し
て
、
設
備
導
入
資
金
や
運
転
資
金

を
低
利
で
融
資
し
て
い
ま
す
。
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ウ　

葛
巻
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
自
立
・
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
た
調
査
研

究
県
内
で
は
、
先
行
し
て
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
構
想
事
業
等
に
取
組
ん
で
い
る
市
町
村
（
釜

石
市
・
宮
古
市
・
北
上
市
等
）
が
あ
り
、
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
国
の
支
援
の
下
、
大

学
や
民
間
調
査
会
社
に
よ
る
調
査
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、本
県
で
は
、葛
巻
町
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
、
地
域
が
一
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
賄

え
る
よ
う
な
自
立
・
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
同
町
内
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
活
用
を
想
定
し
た
モ
デ
ル
的
な

自
給
体
制
の
調
査
を
行
い
、
災
害
時
に
お
け
る
地

域
内
で
の
自
給
体
制
の
構
築
に
係
る
技
術
的
・
制

度
的
課
題
等
の
洗
い
出
し
や
体
系
的
な
整
理
を
行

う
と
と
も
に
、
課
題
解
決
の
た
め
の
取
組
や
他
地

域
で
の
取
組
の
参
考
と
な
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
提

供
、
実
証
試
験
な
ど
実
現
に
繋
げ
る
取
組
の
展
開

を
目
的
と
し
て
調
査
・
と
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

○
調
査
内
容

①　

電
力
供
給
の
仕
組
み
の
整
理
・
課
題
の
洗
い
出
し

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
や
需
要
施
設
の
み

な
ら
ず
、
蓄
電
池
や
配
電
網
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
、
系

統
と
の
切
り
離
し
に
要
す
る
開
閉
設
備
、
人
員
体

制
の
整
備
な
ど
、
非
常
時
に
お
け
る
電
力
供
給
に

必
要
な
各
施
設
の
能
力
や
調
整
機
能
、
運
営
保
安

体
制
等
の
技
術
的
な
要
求
事
項
を
そ
れ
ぞ
れ
整
理
。

・ 

技
術
的
な
要
求
事
項
を
満
た
す
仕
組
み
に
要
す

る
新
た
な
投
資
の
見
込
額
の
把
握
。

・ 

経
済
性
や
運
営
保
安
体
制
等
を
含
め
た
技
術
的

課
題
の
整
理
。

②　

制
度
的
な
課
題
の
洗
い
出
し

・ 

自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
の
構
築

に
あ
た
っ
て
、
電
気
事
業
法
や
そ
の
他
関
係
法

令
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
電
力
供
給
に
係
る

事
業
や
保
安
規
制
の
内
容
を
明
確
に
し
て
、
当

該
体
制
の
構
築
の
制
度
的
な
課
題
の
整
理
。

・ 

制
度
的
な
課
題
の
解
決
に
向
け
た
制
度
改
革
の

内
容
を
と
り
ま
と
め
。

③　

実
証
試
験
な
ど
実
現
に
繋
が
る
次
年
度
以
降
の

取
組
の
展
開
の
模
索

６　

結
び

東
日
本
大
震
災
津
波
が
発
生
し
て
か
ら
、
間
も
な

く
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。本
県
で
は
、

本
年
を
「
基
盤
復
興
推
進
年
」
と
定
め
て
、
災
害
に

強
く
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
防
災
都
市
・

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
１
つ
と
し
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｄ
基
金
事
業
は
、
地

域
の
防
災
力
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
地
域
社
会
に
大

き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
県
で
は
、
沿
岸
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
興
を
目
指
し
て
、
様
々
な
取
組
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
御
支
援
に
深
く
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
全
国
の
皆
様
の
厚
い
御
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

図４　葛巻町の自立・分散型エネルギー供給体制のイメージ図


